
鳥取県議会議員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例等の一部を改正する条例をここに公布する。

平成20年９月19日

鳥取県知事 平 井 伸 治

鳥取県条例第62号

鳥取県議会議員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例等の一部を改正する条例

（鳥取県議会議員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正）

第１条 鳥取県議会議員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例（平成19年鳥取県条例第47号）の一部を次

のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すとおり改正する。

改 正 後 改 正 前

鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用 鳥取県議会議員の報酬、期末手当及び費用弁償

弁償に関する条例 に関する条例

（趣旨） （趣旨）

第１条 この条例は、議会の議員の受ける議員報酬及 第１条 この条例は、議会の議員の受ける報酬及び期

び期末手当（以下「議員報酬等」という。）並びに 末手当（以下「報酬等」という。）並びに費用弁償

費用弁償について必要な事項を定めるものとする。 について必要な事項を定めるものとする。

（議員報酬の額） （報酬の額）

第２条 議会の議員の受ける議員報酬の額は、次の各 第２条 議会の議員の受ける報酬の額は、次の各号に

号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める額とす 掲げる区分に応じ、当該各号に定める額とする。

る。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

（期末手当の額） （期末手当の額）

第３条 議会の議員の受ける期末手当の額は、議員報 第３条 議会の議員の受ける期末手当の額は、報酬月

酬の月額の100分の145に相当する額に、６月に支給 額の100分の145に相当する額に、６月に支給する場

する場合においては100分の140、12月に支給する場 合においては100分の140、12月に支給する場合にお

合においては100分の150を乗じて得た額に、６月１ いては100分の150を乗じて得た額に、６月１日又は

日又は12月１日以前６月以内の期間におけるその者 12月１日以前６月以内の期間におけるその者の在職

の在職期間の区分に応じて、職員の給与に関する条 期間の区分に応じて、職員の給与に関する条例（昭

例（昭和26年鳥取県条例第３号）第16条の４第２項 和26年鳥取県条例第３号）第16条の４第２項の表に

の表に定める割合を乗じて得た額とする。 定める割合を乗じて得た額とする。

（議会による検討） （議会による検討）

第４条 議会又はその議員が行う議員報酬等の額その 第４条 議会又はその議員が行う報酬等の額その他の

他の議員報酬等に関する制度の改正の必要性の検討 報酬等に関する制度の改正の必要性の検討について

について必要な事項は、議会が別に定める。 必要な事項は、議会が別に定める。



（議員報酬等の支給） （報酬等の支給）

第５条 前３条に定めるもののほか、議員報酬等の支 第５条 前３条に定めるもののほか、報酬等の支給に

給に関し必要な事項は、議長が別に定める。 関し必要な事項は、議長が別に定める。

（旅費） （旅費）

第７条 議会の議員が次の各号のいずれかに該当する 第７条 議会の議員が次の各号のいずれかに該当する

旅行をするときは、旅費を支給する。 旅行をするときは、旅費を支給する。

(１) 略 (１) 略

(２) 招集に応じて、議会、委員会又は地方自治法 (２) 招集に応じて、議会、委員会、全員協議会そ

（昭和22年法律第67号）第100条第12項の規定に の他議長が開催する会議（以下「議会等」とい

より会議規則で定める議案の審査若しくは議会の う。）に出席するとき。

運営に関し協議若しくは調整を行うための場（以

下「議会等」という。）に出席するとき。

(３) 略 (３) 略

２ 略 ２ 略

（鳥取県議会議員の報酬及び期末手当の額の特例に関する条例の一部改正）

第２条 鳥取県議会議員の報酬及び期末手当の額の特例に関する条例（平成17年鳥取県条例第５号）の一部を次

のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すとおり改正する。

改 正 後 改 正 前

鳥取県議会議員の議員報酬及び期末手当の額の 鳥取県議会議員の報酬及び期末手当の額の特例

特例に関する条例 に関する条例

（趣旨） （趣旨）

第１条 この条例は、危機的な県の財政状況を踏ま 第１条 この条例は、危機的な県の財政状況を踏ま

え、鳥取県議会議員の議員報酬及び期末手当の額を え、鳥取県議会議員の報酬及び期末手当の額を減ず

減ずる特例について定めるものとする。 る特例について定めるものとする。

（議員報酬の額の特例） （報酬の額の特例）

第２条 鳥取県議会議員の受ける議員報酬の月額は、 第２条 鳥取県議会議員の受ける報酬の月額は、鳥取

鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償 県議会議員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する

に関する条例（平成19年鳥取県条例第47号）第２条 条例（平成19年鳥取県条例第47号）第２条の規定に

の規定にかかわらず、次に掲げるとおりとする。 かかわらず、次に掲げるとおりとする。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

（期末手当の額の特例） （期末手当の額の特例）

第３条 鳥取県議会議員の受ける期末手当の額は、前 第３条 鳥取県議会議員の受ける期末手当の額は、前

条に掲げる議員報酬の月額を基礎として、鳥取県議 条に掲げる報酬の月額を基礎として、鳥取県議会議

会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する 員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例第３

条例第３条の規定により算出した額とする。 条の規定により算出した額とする。



（鳥取県政務調査費交付条例の一部改正）

第３条 鳥取県政務調査費交付条例（平成13年鳥取県条例第９号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すとおり改正する。

改 正 後 改 正 前

（目的） （目的）

第１条 この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67 第１条 この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67

号）第100条第14項及び第15項の規定に基づき、政 号）第100条第13項及び第14項の規定に基づき、政

務調査費の交付に関し必要な事項を定め、鳥取県議 務調査費の交付に関し必要な事項を定め、鳥取県議

会の審議能力の強化を図ることを目的とする。 会の審議能力の強化を図ることを目的とする。

附 則

この条例は、公布の日から施行し、第１条の規定による改正後の鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費

用弁償に関する条例の規定（第７条の規定を除く。）、第２条の規定による改正後の鳥取県議会議員の議員報酬

及び期末手当の額の特例に関する条例の規定及び第３条の規定による改正後の鳥取県政務調査費交付条例の規定

は、平成20年９月１日から適用する。




